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伊
藤
仁
斎
の
学
問
観
の
再
把
握
-
i
〈
性
道
教
〉
、
〈
意
味
血
脈
〉
、
は
じ
め
に
本
稿
は
、
伊
藤
仁
斎
(
一
六
三
七
1
一七
O
五
)
の
学
問
観
に
つ
い
て
、
仁
斎
の
思
想
の
全
体
構
造
か
ら
再
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
学
問
観
と
は
、
「
学
聞
は
専
ら
徳
行
を
本
と
為
す
」
(
『
童
子
問
』
上
羽
)
と
述
べ
る
よ
う
に
、
(
道
徳
)
実
践
に
対
す
る
学
問
的
態
度
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
学
問
と
実
践
と
の
不
可
分
の
関
係
は
、
実
践
の
重
要
性
を
強
調
す
る
仁
斎
の
多
く
の
言
説
を
と
お
し
て
確
認
す
る
と
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
い
ざ
実
践
の
方
法
と
な
る
と
、
「
忠
信
敬
恕
」
類
の
徳
目
を
繰
り
返
す
の
み
で
、
実
践
論
と
も
い
う
べ
き
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
探
す
の
は
難
し
く
、
彼
の
思
想
全
体
に
お
い
て
実
践
論
は
副
次
的
な
も
の
で
あ
る
か
の
印
象
を
与
え
る
。
本
稿
で
は
、
仁
斎
が
再
構
築
し
た
学
問
の
方
向
と
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
が
構
想
し
た
学
問
と
実
践
の
相
互
関
係
に
つ
生
生
的
「
道
統
」
論
の
体
系
t と9
_g 
芝
秀
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
彼
の
実
践
観
の
主
眼
点
が
、
固
定
的
な
実
践
徳
目
を
列
挙
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
生
生
す
る
現
実
の
経
験
の
中
か
ら
個
別
的
・
具
体
的
な
行
動
規
範
を
発
見
す
る
き
っ
か
け
を
用
意
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
点
を
論
じ
た
い
。
そ
の
際
、
「
意
味
」
、
「
血
脈
」
の
方
法
論
、
お
よ
び
仁
斎
が
新
た
に
読
み
替
え
た
「
性
」
、
「
道
」
、
「
教
」
の
理
解
に
注
目
す
る
こ
と
に
す
る
。
「
意
味
」
、
「
血
脈
」
と
は
、
経
書
の
読
書
法
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
、
学
ぶ
者
は
両
者
を
知
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
仁
斎
は
い
う
。
先
行
研
究
で
は
、
「
意
味
」
は
「
思
想
概
念
」
と
、
「
血
脈
」
は
「
思
想
的
文
脈
」
と
説
明
さ
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
し
意
味
」
に
関
し
て
は
別
の
解
釈
を
提
示
し
た
い
。
「
意
味
」
、
「
血
脈
」
の
方
法
論
は
、
仁
斎
の
多
く
の
思
想
概
念
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
朱
窯
の
経
書
解
釈
方
法
論
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
仁
斎
は
、
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
論
垣
間
』
と
『
孟
子
』
の
絶
対
的
な
典
拠
化
と
総
合
的
解
釈
を
実
現
し
、
学
問
の
体
系
化
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
「
性
」
、
「
道
」
、
「
教
」
と
「
意
味
」
、
「
血
脈
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
仁
斎
の
独
自
の
「
性
」
、
「
道
」
、
「
教
」
の
認
識
が
「
意
味
」
、
「
血
脈
」
の
概
念
か
ら
由
来
し
た
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。
仁
斎
の
学
問
観
を
検
討
す
る
に
当
た
り
「
性
」
、
「
道
」
、
「
教
」
の
読
み
替
え
は
核
心
的
な
部
分
で
あ
り
、
よ
り
詳
細
な
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
'o'
つ。本稿
は
、
従
来
の
議
論
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
仁
斎
が
行
っ
た
「
意
味
」
、
「
血
脈
」
に
対
す
る
独
自
の
解
釈
の
具
体
的
な
内
容
を
検
討
す
る
。
『
論
語
』
、
『
孟
子
』
と
の
関
係
は
む
ろ
ん
、
「
性
」
、
「
道
」
、
「
教
」
と
の
関
係
を
も
視
野
に
入
れ
、
「
意
味
」
、
「
血
脈
」
の
方
法
論
を
仁
斎
の
思
想
全
体
に
お
い
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仁
斎
の
学
問
観
の
全
体
構
造
を
、
生
生
的
「
道
統
」
論
と
し
て
総
括
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
一
、
「
性
」
、
「
道
」
、
「
教
」
の
再
解
釈
か
ら
仁
斎
は
『
中
庸
』
第
一
章
「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
修
道
之
調
教
」
に
つ
い
て
朱
子
学
の
見
解
を
批
判
し
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
夫
れ
道
な
る
者
は
、
至
れ
り
尽
せ
り
、
以
て
加
ふ
る
こ
と
な
し
。
然
れ
ど
も
聖
と
作
し
賢
と
作
し
能
く
其
の
材
徳
を
成
す
者
は
、
教
の
功
な
り
。
故
に
道
を
上
と
為
、
教
之
に
次
ぐ
。
市
れ
ど
も
道
を
尽
く
し
教
を
受
く
る
者
は
、
性
の
徳
な
り
。
故
に
此
が
篇
首
に
此
の
三
者
を
掲
げ
て
以
て
言
を
立
つ
。
実
に
学
問
の
綱
領
な
り
。
(
中
略
)
旧
解
以
為
ら
く
、
人
物
各
お
の
其
の
性
の
自
然
に
循
へ
ば
、
則
ち
其
の
日
用
事
物
の
問
、
各
お
の
当
に
行
ふ
べ
き
の
路
有
ら
ざ
る
こ
と
莫
し
、
是
れ
則
ち
道
な
り
、
と
。
愚
謂
ら
く
天
下
道
よ
り
尊
き
は
莫
し
。
亦
た
道
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
以
て
古
今
を
経
て
以
て
人
倫
を
統
べ
て
、
復
た
加
ふ
る
こ
と
無
し
。
若
し
性
に
循
う
を
待
ち
て
道
始
め
て
有
り
と
調
へ
ば
、
則
ち
是
れ
性
先
に
し
て
道
後
、
性
本
に
し
て
道
末
、
本
末
顛
倒
す。
こ
こ
で
、
仁
斎
は
朱
子
学
の
「
性
」
、
「
道
」
、
「
教
」
の
理
解
に
対
し
て
、
特
に
「
性
」
の
解
釈
に
批
判
を
加
え
る
。
朱
諜
は
同
箇
所
の
注
釈
に
お
い
て
「
性
は
即
ち
理
な
り
」
と
し
、
「
人
物
は
各
自
そ
の
性
の
自
然
に
循
え
ば
、
日
用
事
物
の
聞
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
に
行
う
べ
き
道
が
な
い
わ
け
が
な
く
、
こ
れ
が
道
で
あ
る
」
と
い
う
。
仁
斎
は
そ
の
理
解
に
従
え
ば
「
性
」
が
「
道
」
よ
り
優
先
す
る
矛
盾
点
を
あ
げ
、
そ
の
不
当
性
を
指
摘
す
る
。
仁
斎
の
朱
子
学
に
対
す
る
主
な
批
判
点
が
「
性
」
の
理
解
に
あ
っ
た
点
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
仁
斎
が
、
朱
子
学
的
な
「
性
」
の
理
解
に
反
対
し
た
の
は
、
な
ぜ
か
。
「
性
」
に
関
す
る
仁
斎
の
基
本
的
な
立
場
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仁
虫
剤
の
議
論
の
意
図
を
把
握
し
て
み
よ
う
。
晦
奄
謂
ふ
、
人
物
各
お
の
其
の
性
の
自
然
に
循
へ
ば
、
則
ち
日
用
の
問
、
各
お
の
当
に
行
ふ
べ
き
の
路
有
ら
ざ
る
は
莫
し
、
と
。
是
れ
倒
説
な
り
。
蓋
し
性
は
己
に
有
す
る
を
以
て
言
ふ
。
道
は
天
下
に
達
す
る
を
以
て
言
ふ
。
易
に
回
く
、
人
の
道
を
立
つ
、
臼
く
仁
と
義
と
。
是
な
り
。
故
に
人
有
れ
ば
則
ち
性
有
り
、
人
無
け
れ
ば
則
ち
性
無
し
。
道
は
人
有
る
と
人
無
き
と
を
待
た
ず
し
て
、
本
来
自
ら
有
る
物
に
し
て
、
天
地
に
満
ち
、
人
倫
に
徹
し
、
時
と
し
て
然
ら
ざ
る
は
無
く
、
所
と
し
て
在
ら
ざ
る
は
無
し
。
「
性
」
は
私
が
所
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
道
」
は
天
下
に
周
く
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
区
別
し
、
両
者
を
個
別
と
普
遍
の
観
点
か
ら
把
握
す
る
。
「
道
」
と
は
人
が
存
在
す
る
以
前
か
ら
在
在
し
、
時
間
と
場
所
に
関
わ
ら
ず
、
天
地
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
性
」
を
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
朱
子
学
の
理
解
に
対
し
、
仁
斎
は
、
「
性
」
は
個
人
の
属
性
で
あ
り
、
有
限
の
も
の
と
し
て
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
人
の
性
は
限
り
有
り
て
、
天
下
の
徳
は
窮
ま
り
無
し
。
限
り
有
る
の
性
を
以
て
窮
り
無
き
の
徳
を
尽
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
荷
く
も
学
聞
に
由
ら
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
天
下
の
聡
明
を
以
て
す
と
雄
も
能
は
ず
。
故
に
天
下
学
問
の
功
よ
り
貴
き
は
莫
く
、
又
た
学
問
の
益
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
而
し
て
但
だ
に
以
て
我
が
性
を
尽
す
べ
き
の
み
に
あ
ら
ず
、
又
以
て
人
の
性
を
尽
す
べ
く
、
以
て
物
の
性
を
尽
す
べ
く
、
以
て
天
地
の
化
育
を
賛
く
べ
く
、
以
て
天
地
と
並
び
立
て
三
と
な
る
べ
し
。
若
し
学
聞
を
廃
し
て
専
ら
我
が
性
に
循
は
ん
と
欲
す
る
と
き
は
、
則
ち
麹
だ
に
人
物
の
性
を
尽
し
て
天
地
の
化
育
を
賛
く
る
こ
と
能
は
ざ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
、
必
す
や
我
が
性
と
雌
も
亦
た
尽
す
こ
と
能
は
ず
。
仁
斎
は
「
性
」
の
有
限
性
を
宣
言
し
、
学
問
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
不
足
を
埋
め
る
と
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。
彼
は
「
性
」
を
定
義
し
て
「
性
は
生
」
、
「
性
は
気
質
を
離
れ
て
言
っ
た
も
の
で
は
な
い
」
(
『
語
孟
字
義
』
性
1
)
と
し
、
「
本
然
の
性
」
と
「
気
質
の
性
」
の
別
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
人
の
「
性
」
は
「
気
質
の
性
」
の
み
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
朱
子
学
の
「
性
即
理
」
説
に
は
批
判
的
な
立
場
を
と
り
、
「
性
」
の
み
な
ら
ず
、
朱
子
学
的
な
「
理
」
の
意
味
を
縮
小
し
、
「
理
と
い
う
文
字
は
、
物
事
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
天
と
人
の
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
」
(
『
語
孟
字
義
』
理
l
)
と
、
理
を
物
事
に
含
ま
れ
て
い
る
「
条
理
」
で
あ
る
と
、
そ
の
意
味
を
限
定
的
に
把
握
す
る
。
道
は
至
れ
り
大
な
り
。
固
に
論
を
待
た
ず
。
然
れ
ど
も
人
を
し
て
聖
と
為
し
資
と
為
す
こ
と
能
は
ず
。
所
謂
る
道
人
を
弘
む
る
に
非
ず
、
是
れ
な
り
。
其
の
人
を
し
て
聖
と
為
し
賢
と
為
し
、
来
学
を
聞
い
て
太
平
を
致
す
所
以
の
者
は
、
皆
な
教
の
功
な
り
。
所
謂
る
人
能
く
道
を
弘
む
、
是
れ
な
り
。
故
に
道
を
上
と
為
、
教
之
に
次
ぐ
。
然
れ
ど
も
人
の
性
を
し
て
鶏
犬
の
頑
然
と
し
て
智
無
き
が
如
く
ん
ば
、
則
ち
百
聖
賢
有
り
と
離
も
、
其
の
教
を
し
て
善
に
之
か
し
む
る
己
と
能
は
ず
。
惟
だ
其
の
善
、
故
に
其
の
道
を
腕
か
に
し
教
を
受
く
る
こ
と
、
官
だ
に
地
道
の
樹
に
敏
き
が
若
き
に
あ
ら
ず
。
此
れ
即
ち
性
の
貴
ば
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
此
く
の
如
し
。
此
れ
道
の
教
と
性
と
の
分
な
目
。
仁
斎
は
「
性
」
、
「
道
」
、
「
教
」
の
一
一
一
者
の
関
係
を
再
定
義
し
て
、
「
道
」
は
最
上
に
位
置
し
、
そ
の
次
に
「
教
」
が
位
置
す
る
と
い
う
。
「
性
」
は
動
物
と
区
別
で
き
る
人
の
特
性
で
あ
り
、
善
を
行
う
た
め
の
前
提
条
件
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
か
く
し
て
仁
斎
は
「
性
」
の
持
つ
制
約
を
認
め
、
学
聞
を
通
じ
て
の
み
無
窮
な
る
天
下
の
徳
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
徳
の
実
現
に
お
け
る
学
問
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
む
ろ
ん
、
朱
子
学
に
お
い
て
も
学
聞
は
格
物
致
知
の
重
要
な
工
夫
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
点
で
は
、
同
様
で
あ
る
。
だ
が
、
仁
斎
の
場
合
、
学
聞
が
陥
り
が
ち
な
知
の
過
度
な
追
求
を
拒
否
す
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
聖
人
の
所
謂
る
知
と
は
、
後
儒
の
所
謂
る
知
と
は
、
亦
た
隻
然
と
し
て
同
じ
か
ら
ず
。
所
謂
る
知
な
る
も
の
は
、
己
を
修
む
る
よ
り
人
を
治
む
る
に
及
び
、
家
を
斉
ふ
る
よ
り
し
て
天
下
を
平
ら
か
に
す
る
に
及
、
ぶ
、
皆
な
有
用
の
実
学
に
し
て
、
泥
然
と
し
て
事
に
事
物
の
末
に
従
う
者
に
非
ざ
る
な
り
。
大
学
に
所
謂
る
格
物
致
知
の
法
、
誠
意
に
起
こ
り
て
、
平
天
下
に
至
っ
て
止
む
四
を
観
る
と
き
は
、
則
ち
其
の
所
諮
る
格
物
致
知
と
い
ふ
者
、
亦
た
誠
意
以
下
の
六
条
の
外
に
出
で
ず
し
て
、
一
草
一
木
の
察
に
在
ら
ず
。
仁
斎
は
朱
子
学
ら
の
知
的
追
求
へ
の
偏
重
を
批
判
し
、
実
践
性
が
弱
化
す
る
そ
の
弊
害
を
懸
念
し
た
。
知
の
対
象
は
社
会
的
関
係
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
行
為
に
限
定
さ
れ
、
万
物
を
知
的
追
求
の
対
象
と
す
る
朱
子
学
の
格
物
致
知
を
批
判
す
る
。
仁
斎
は
人
と
人
の
聞
の
社
会
的
倫
理
関
係
に
お
い
て
有
用
な
学
問
こ
そ
が
実
学
で
あ
る
と
し
、
学
問
の
方
向
を
設
定
す
る
。
次
の
引
用
文
は
、
仁
斎
の
学
聞
に
対
す
る
認
識
を
端
的
に
示
し
た
例
で
あ
る
。
凡
そ
学
は
、
須
く
其
の
初
を
択
ぶ
ベ
し
。
入
る
所
一
た
び
差
へ
ば
、
終
身
の
大
害
と
為
る
。
後
世
の
学
者
、
徳
行
を
以
て
主
と
為
す
を
知
ら
ず
し
て
、
専
ら
文
を
学
ぶ
を
以
て
事
と
為
。
故
に
其
の
卒
り
や
、
必
ず
異
端
俗
儒
の
流
と
為
る
。
蓋
し
古
は
、
徳
行
を
以
て
学
問
と
為
。
故
に
学
問
既
に
成
っ
て
、
道
徳
自
ら
立
つ
。
見
聞
益
ま
す
広
ふ
し
て
、
印
刷
行
益
ま
す
修
ま
る
。
後
腔
は
徳
行
を
以
て
徳
行
と
為
、
学
聞
を
以
て
学
問
と
為
。
故
に
既
に
学
び
ぬ
、
而
し
て
又
た
徳
行
を
修
め
て
、
以
て
其
の
意
を
副
ふ
。
故
に
毎
に
文
学
勝
っ
て
、
徳
行
及
ば
ざ
る
の
患
ひ
有
り
。
或
ひ
は
未
だ
徳
行
に
及
ば
ず
し
て
、
流
れ
て
記
諦
文
詞
に
至
っ
て
止
む
者
有
り
。
其
の
初
の
抽
出
ま
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
此
く
の
知
し
。
仁
斎
は
、
学
問
は
す
な
わ
ち
徳
行
で
あ
る
と
断
言
す
る
。
聖
人
が
生
き
て
い
た
古
代
は
徳
行
が
ま
さ
に
学
問
で
あ
っ
た
が
、
後
世
で
は
文
章
を
学
ぶ
こ
と
を
学
問
と
し
、
道
徳
的
な
実
践
を
別
個
の
修
養
に
区
別
す
る
誤
り
に
落
ち
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
文
章
を
学
ぶ
こ
と
を
優
先
し
、
徳
行
を
修
め
る
こ
と
を
後
に
し
た
結
果
、
徳
行
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
弊
害
を
生
ん
だ
こ
と
を
指
摘
し
、
学
問
と
は
今
こ
と
に
お
い
て
徳
を
実
現
す
る
行
為
で
あ
る
と
、
仁
斎
は
言
一
う
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
仁
斎
は
「
性
」
に
つ
い
て
人
が
生
ま
れ
持
っ
た
気
質
で
あ
る
と
し
、
善
に
進
む
こ
と
を
可
能
に
す
る
素
地
に
過
ぎ
な
い
と
、
限
定
的
に
把
握
す
る
。
そ
し
て
学
問
で
な
け
れ
ば
、
徳
を
尽
く
す
と
と
が
で
き
な
い
と
し
、
実
行
の
軸
を
学
問
に
移
動
さ
せ
る
。
学
問
と
は
、
徳
を
尽
く
す
こ
と
を
目
指
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
行
為
と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
仁
斎
は
「
徳
と
は
道
で
あ
る
」
、
「
学
聞
は
教
で
あ
る
」
(
「
論
語
古
義
」
綱
領
8
)
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
「
性
」
、
「
徳
」
、
「
学
問
」
一
一
一
者
の
関
係
を
「
性
」
、
「
道
」
、
「
教
」
の
関
係
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
仁
斎
が
把
握
す
る
「
性
」
、
「
道
」
、
「
教
」
の
関
係
は
、
「
性
」
が
後
退
し
、
そ
の
分
「
教
」
の
役
割
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
道
」
と
「
教
」
と
が
緊
密
な
関
係
に
あ
る
構
造
を
持
つ
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
方
、
徳
(
「
道
」
)
と
学
問
(
「
教
」
)
は
、
体
用
論
的
な
関
係
と
し
で
も
把
握
さ
れ
る
。
以
下
の
「
学
問
」
の
二
区
分
論
か
ら
そ
れ
が
読
み
と
れ
る
。
学
に
本
休
有
り
、
修
為
有
り
。
本
体
と
は
、
仁
義
礼
智
、
是
れ
な
り
。
修
為
と
は
、
忠
信
敬
恕
の
類
、
是
れ
な
り
。
蓋
し
仁
義
礼
智
は
、
天
下
の
達
徳
、
故
に
之
を
本
体
と
謂
ふ
。
聖
人
学
者
を
し
て
此
に
由
っ
て
之
を
行
な
は
し
む
。
修
為
を
待
ち
て
後
に
有
る
に
非
ず
。
忠
信
敬
恕
は
、
力
行
の
要
、
人
の
工
夫
を
用
ふ
る
上
に
就
い
て
名
を
立
つ
。
本
然
の
徳
に
非
ず
。
故
に
之
を
修
【
mw
為
と
詞
ふ
。
仁
斎
は
学
問
を
「
本
体
」
と
「
修
為
」
に
分
け
、
「
本
体
」
は
仁
義
礼
智
で
あ
り
、
「
修
為
」
は
忠
信
敬
恕
で
あ
る
と
い
う
。
「
徳
は
仁
義
礼
智
の
総
名
で
あ
る
」
(
『
語
孟
字
義
』
徳
1
)
、
「
仁
義
礼
智
の
四
つ
は
す
べ
て
道
徳
の
名
称
で
あ
り
、
性
の
名
称
で
は
な
い
」
(
『
語
孟
字
義
』
仁
義
礼
智
3
)
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
本
体
」
は
「
道
(
徳
)
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
万
、
「
修
為
」
は
「
学
問
は
専
ら
徳
行
を
本
と
な
す
」
と
い
い
、
学
問
の
実
質
的
内
容
で
あ
る
徳
行
を
実
現
す
る
方
法
で
あ
る
と
、
解
釈
で
き
る
。
人
は
学
問
の
「
本
体
」
で
あ
る
仁
義
礼
智
の
徳
目
(
「
道
」
)
を
実
現
す
る
た
め
、
忠
信
敬
恕
の
「
修
為
」
の
方
法
論
に
基
づ
い
て
行
為
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
徳
(
「
道
」
)
と
学
問
(
「
教
」
)
を
体
用
論
的
な
関
係
か
ら
捉
え
る
の
で
あ
る
。
仁
斎
は
、
「
本
体
」
は
聖
人
に
よ
っ
て
先
験
的
に
準
備
さ
れ
た
も
五
の
で
あ
り
、
学
ぶ
者
は
「
修
為
」
を
自
分
の
領
域
と
す
る
と
い
う
。
だ
が
、
人
々
の
力
行
の
要
で
あ
る
修
為
に
つ
い
て
は
簡
単
に
言
及
す
る
の
み
で
、
そ
の
方
法
に
対
す
る
議
論
を
深
め
る
こ
と
は
し
な
い
。
仁
斎
の
忠
信
敬
恕
に
つ
い
て
の
説
明
が
、
対
象
を
想
定
す
る
対
他
的
な
実
践
倫
理
と
し
て
把
握
す
る
点
は
目
立
つ
が
、
そ
れ
以
外
は
従
来
の
解
釈
に
従
っ
て
い
る
。
「
忠
信
」
に
つ
い
て
は
「
程
子
は
「
自
分
の
心
を
尽
く
す
こ
と
を
忠
と
し
、
実
で
あ
る
こ
と
を
信
と
す
る
」
と
い
う
が
、
す
べ
て
人
に
接
す
る
際
に
お
い
て
言
っ
た
の
で
あ
る
」
(
『
語
孟
字
義
』
忠
信
1
)
と
し
、
「
敬
」
に
つ
い
て
は
「
尊
崇
し
て
貴
ぶ
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
一
つ
で
も
対
象
な
し
に
敬
と
い
う
字
を
守
る
と
言
っ
た
例
は
な
い
」
(
『
語
孟
字
義
』
敬
l
)
と
い
い
、
「
恕
」
に
つ
い
て
は
「
他
人
の
心
を
村
度
す
る
の
が
恕
で
あ
る
」
(
『
語
孟
字
義
』
忠
恕
l
)
と
、
字
義
に
お
い
て
は
程
子
な
ど
の
説
に
従
い
な
が
ら
、
必
ず
対
象
を
伴
な
う
行
為
規
純
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
点
が
、
仁
斎
の
「
忠
信
敬
怨
」
把
握
の
特
徴
的
な
点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
実
践
を
重
視
す
る
彼
の
思
想
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
生
涯
の
活
動
の
大
半
は
、
学
問
の
研
究
と
古
義
堂
に
お
け
る
教
育
活
動
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
の
主
な
著
作
は
『
論
一
詰
』
、
『
孟
子
』
な
ど
の
経
書
の
注
釈
書
で
あ
り
、
実
践
規
範
や
実
践
方
法
論
な
ど
を
全
面
的
に
扱
っ
た
も
の
は
殆
ど
な
い
。
仁
斎
の
実
践
論
の
糸
口
を
模
索
す
る
た
め
、
仁
斎
の
「
性
」
、
「
道
」
、
「
教
」
の
理
解
を
再
び
確
認
し
て
み
よ
う
。
六
蓋
し
天
下
の
尊
ぶ
所
の
者
三
つ
。
日
く
道
。
日
く
教
。
道
と
は
何
ぞ
、
仁
義
、
是
な
り
。
教
と
は
何
ぞ
、
学
問
、
是
な
り
。
論
語
は
専
ら
教
を
言
ひ
て
、
而
し
て
道
其
の
中
に
在
り
。
孟
子
は
専
ら
道
を
言
ひ
て
、
而
し
て
教
へ
其
の
中
に
在
り
。
其
の
故
何
ぞ
や
。
臼
く
、
道
と
は
宇
宙
に
充
満
し
、
古
今
に
貫
徹
し
、
処
と
し
て
在
ら
ず
と
い
ふ
己
と
無
く
、
時
と
し
て
然
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
無
し
、
至
れ
り
。
然
れ
ど
も
人
を
し
て
自
ら
能
く
善
に
趨
か
し
む
る
こ
と
能
は
ず
。
故
に
聖
人
、
仁
義
を
立
ち
て
、
五
常
を
明
か
す
。
之
を
裁
成
軌
相
し
て
人
を
し
て
聖
と
為
り
賢
と
為
る
を
得
し
め
て
、
能
く
天
下
の
太
平
を
開
く
所
以
の
者
は
、
皆
な
教
の
功
な
り
。
是
れ
論
語
の
専
ら
教
を
言
ふ
所
以
な
り
。
而
し
て
孟
子
の
時
に
至
っ
て
、
聖
速
く
道
、
極
み
、
異
端
賂
起
し
、
各
お
の
其
の
道
を
道
と
し
て
、
能
く
統
一
す
る
こ
と
莫
し
。
故
に
孟
子
明
ら
か
に
仁
義
の
両
者
を
掲
示
し
て
、
而
し
て
諸
を
後
世
に
詔
ぐ
。
猶
ほ
昼
夜
互
い
に
行
は
れ
、
寒
暑
相
ひ
代
る
が
ご
と
く
、
偏
も
銅
山
く
備
も
無
く
、
燥
た
る
こ
と
日
星
の
如
く
、
人
を
し
て
迷
惑
す
る
所
無
か
ら
し
む
。
七
篇
の
内
、
一
の
仁
義
の
説
に
非
ざ
る
も
の
無
し
。
然
れ
ど
も
其
の
所
謂
る
、
存
養
、
拡
充
、
仁
に
居
り
義
に
由
る
の
説
、
皆
な
教
を
以
て
一
言
判
。
引
用
文
は
、
「
道
」
と
「
教
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
と
を
加
え
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
論
語
』
は
専
ら
教
を
言
早
つ
が
、
そ
の
中
に
は
道
が
あ
り
、
一
方
『
孟
子
』
は
専
ら
道
を
言
、
つ
が
、
教
は
そ
の
中
に
存
在
す
る
と
す
る
。
道
は
至
極
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
人
を
善
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
孔
子
が
仁
義
を
立
て
、
五
倫
を
明
ら
か
に
し
、
人
々
を
教
化
し
て
天
下
の
太
平
を
達
成
で
き
た
経
緯
を
述
べ
る
。
一
方
、
孟
子
の
時
代
に
は
、
道
が
霞
み
異
端
が
墜
居
し
、
各
自
の
道
を
主
張
す
る
状
態
で
あ
っ
た
が
、
孟
子
は
仁
義
が
道
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
世
に
伝
え
た
こ
と
を
述
べ
、
「
道
」
と
「
教
」
の
関
係
か
ら
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
性
格
を
規
定
す
る
。
周
知
の
如
く
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
は
仁
斎
学
の
骨
格
を
な
す
経
書
で
あ
り
、
「
道
」
と
「
教
」
を
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
文
脈
か
ら
検
討
す
る
こ
と
は
、
仁
斎
の
思
想
の
核
心
に
迫
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
章
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
二
、
学
問
の
方
法
|
|
「
意
味
」
と
「
血
脈
」
仁
斎
学
の
学
問
方
法
論
の
特
徴
は
、
朱
子
以
来
の
注
釈
を
排
除
し
、
古
代
の
経
書
に
戻
り
、
そ
れ
を
読
む
こ
と
を
主
張
す
る
点
に
あ
る
。
仁
斎
は
朱
子
学
の
四
番
体
系
を
批
判
し
、
『
大
学
』
、
そ
し
て
『
中
庸
』
の
一
部
が
、
聖
人
の
著
作
で
は
な
い
こ
と
を
「
孔
孟
の
本
旨
」
に
照
ら
し
て
論
証
し
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
を
中
心
と
す
る
二
番
体
系
を
主
張
す
る
。
仁
斎
の
代
表
的
著
述
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
論
語
古
義
』
、
『
孟
子
古
義
』
で
あ
り
、
三
十
余
年
に
わ
た
る
修
訂
を
重
ね
て
い
る
。
『
論
垣
間
』
と
『
孟
子
』
に
見
え
る
思
想
概
A7Z』
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
『
語
孟
字
義
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
注
釈
の
判
断
の
狼
拠
と
な
っ
た
の
が
、
ま
さ
に
彼
が
獲
得
し
た
「
孔
孟
の
本
旨
」
、
「
孔
孟
の
血
脈
」
で
あ
る
。
彼
は
「
も
し
孔
孟
の
書
物
を
読
ん
で
孔
孟
の
血
脈
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
天
下
の
如
何
な
る
書
物
で
あ
っ
て
も
読
め
な
い
も
の
は
な
い
。
知
何
な
る
理
で
も
弁
明
一
え
ら
れ
な
い
も
の
は
な
い
」
(
『
語
孟
字
義
』
「
附
大
学
非
孔
氏
之
述
書
弁
」
)
と
い
い
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
を
連
続
す
る
も
の
と
し
て
把
握
し
、
そ
こ
か
ら
「
孔
孟
の
血
脈
」
と
な
る
も
の
を
抽
出
す
る
。
仁
斎
は
『
弘
前
語
』
と
『
孟
子
』
を
読
む
際
に
、
「
血
脈
」
の
み
な
ら
ず
、
「
意
味
」
の
把
握
に
も
カ
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
の
「
血
脈
」
、
「
意
味
」
こ
そ
が
、
彼
の
学
問
方
法
論
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
学
問
の
法
、
予
岐
っ
て
こ
と
為
す
。
回
く
血
脈
、
日
く
意
味
。
血
脈
は
、
聖
賢
道
統
の
指
を
謂
ふ
。
孟
子
の
所
謂
る
仁
義
の
説
の
若
き
、
是
れ
な
り
。
意
味
と
は
、
即
ち
聖
賢
書
中
の
意
味
、
是
れ
な
り
。
議
し
意
味
は
も
と
血
脈
の
中
よ
り
来
る
。
故
に
学
者
当
に
先
ず
血
脈
を
理
会
す
ベ
し
。
若
し
血
脈
を
理
会
せ
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
猶
ほ
船
の
柁
無
く
、
宵
の
燭
無
き
が
ご
と
く
、
在
と
し
て
其
の
底
り
止
ま
る
所
を
知
ら
ず
。
然
れ
ど
も
先
後
を
論
刊
す
る
と
き
は
、
則
ち
血
脈
を
先
と
し
、
難
易
を
論
ず
る
と
き
は
、
則
ち
意
味
を
難
し
と
す
。
何
ぞ
な
れ
ば
、
血
脈
は
猶
ほ
一
一七
条
路
の
ご
と
し
。
既
に
其
の
路
程
を
得
る
と
き
は
、
則
ち
千
万
里
の
遠
き
も
、
亦
た
此
よ
り
致
る
可
し
。
意
味
の
若
き
は
、
則
ち
広
大
周
術
、
平
易
従
容
、
具
眼
の
者
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
識
る
こ
と
を
得
ず
。
予
嘗
て
諮
ふ
、
語
孟
の
二
書
を
読
む
、
其
の
法
自
ら
同
じ
か
ら
ず
。
孟
子
を
読
む
者
は
当
に
先
ず
血
脈
を
知
る
べ
し
。
而
し
て
意
味
自
ら
其
の
中
に
在
り
。
論
語
を
読
む
者
は
当
に
先
ず
其
の
意
味
を
知
る
べ
し
。
而
し
て
血
脈
白
か
ら
其
【ロ》
の
中
に
在
り
。
仁
斎
は
学
問
の
方
法
と
し
て
「
血
脈
」
を
知
る
こ
と
、
「
意
味
」
を
知
る
こ
と
の
二
つ
を
挙
げ
る
。
朱
窯
の
経
書
解
釈
方
法
論
で
あ
る
「
義
理
」
、
「
血
脈
」
、
「
事
証
」
等
か
ら
、
「
意
味
」
と
「
血
脈
」
を
仁
斎
が
援
用
し
た
点
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
朱
子
が
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
も
含
め
た
諸
経
書
を
解
釈
す
る
際
に
、
客
観
性
を
保
証
《
問
】
す
る
方
法
と
し
て
「
血
脈
」
の
把
握
を
強
調
し
た
の
に
対
し
、
仁
斎
は
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
を
他
の
経
書
よ
り
優
位
に
お
き
、
二
蓄
を
連
続
し
て
読
む
方
法
論
と
し
て
用
い
る
。
さ
ら
に
、
仁
斎
は
み
ず
か
ら
の
発
見
し
た
「
孔
孟
の
血
脈
」
を
客
観
的
に
証
明
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
あ
ま
り
強
く
な
い
。
む
し
ろ
「
血
脈
」
と
い
う
言
葉
を
好
ん
で
使
っ
た
陸
象
山
が
「
血
脈
」
を
経
書
の
解
釈
方
法
論
老
越
え
、
人
を
動
か
せ
る
大
な
る
原
動
力
、
ひ
い
て
は
「
道
」
に
近
い
意
味
合
い
で
使
用
し
て
い
た
点
目
、
類
似
す
る
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
血
脈
」
は
「
聖
賢
道
統
の
指
」
で
あ
る
か
ら
、
前
述
の
「
孔
孟
八
の
本
旨
」
を
指
す
も
の
と
推
測
で
き
る
。
『
論
一
諸
』
と
『
孟
子
』
と
の
悶
の
「
道
統
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
『
孟
子
』
に
見
え
る
仁
義
の
説
(
「
道
乙
で
あ
る
と
い
う
。
も
し
「
血
脈
」
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
船
に
舵
が
な
い
の
と
同
様
で
、
頼
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
、
ま
ず
こ
れ
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
一
方
、
「
意
味
」
は
、
聖
賢
の
書
物
の
意
味
で
あ
り
、
「
血
脈
」
の
中
か
ら
来
る
も
の
だ
か
ら
、
「
血
脈
」
を
分
か
っ
た
後
に
「
意
味
」
も
理
解
で
き
る
と
す
る
が
、
「
意
味
」
は
広
大
で
あ
り
平
易
で
あ
る
か
ら
、
眼
目
を
持
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
【
mv
そ
の
難
し
さ
を
指
摘
す
る
。
仁
斎
が
再
解
釈
す
る
「
血
脈
」
と
「
し
意
味
」
に
つ
い
て
、
「
血
脈
」
は
「
孔
孟
の
本
旨
」
、
具
体
的
に
は
「
仁
義
の
説
」
で
あ
る
と
い
う
と
と
が
で
き
る
が
、
「
意
味
」
の
場
合
は
、
「
書
中
意
味
」
と
し
か
述
べ
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
仁
斎
は
こ
れ
ら
の
学
問
方
法
は
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
聞
で
も
適
用
方
法
が
異
な
る
と
い
う
。
『
孟
子
』
を
読
む
者
は
、
ま
ず
「
血
脈
」
を
知
る
べ
き
で
あ
り
、
「
意
味
」
は
白
か
ら
そ
の
中
に
存
在
し
、
『
論
語
』
を
読
む
者
は
、
ま
ず
「
煮
昧
」
を
知
る
べ
き
で
あ
り
、
「
血
脈
」
は
白
か
ら
そ
の
中
に
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
『
論
一
諸
』
、
『
孟
子
』
と
「
意
味
」
、
「
血
脈
」
と
の
関
係
性
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
、
前
章
で
確
認
し
た
『
論
語
』
、
『
孟
子
』
と
「
教
」
、
「
道
」
と
の
関
係
性
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
ま
と
め
る
と
、
二
つ
の
領
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
意
味
|
『
論
語
』
l
書
中
の
意
味
教
修
為
」
と
、
「
血
脈
『
孟
子
』
|
仁
義
|
道
l
本
体
」
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
【表
1
】
仁
斎
学
の
二
元
的
構
造
「
意
味
」
と
「
血
脈
」
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
右
の
よ
う
に
仁
斎
学
の
二
元
的
構
造
を
表
に
し
た
。
「
意
味
」
と
「
血
脈
」
の
各
項
目
を
対
応
さ
せ
る
と
、
「
意
味
」
の
内
容
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
「
書
中
意
味
」
と
対
応
す
る
「
血
脈
」
の
項
目
が
な
く
、
「
書
中
意
味
」
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
は
、
縦
列
と
の
比
較
か
ら
考
察
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
「
意
味
」
を
「
思
想
概
念
」
と
説
明
す
る
が
、
意
味
と
関
連
す
る
他
の
項
目
と
比
較
す
る
と
、
「
思
想
概
念
」
と
い
っ
た
観
念
的
な
側
面
よ
り
は
、
実
践
性
を
強
く
帯
び
て
い
る
と
と
が
予
想
さ
れ
る
。
「
血
脈
」
が
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
問
に
流
れ
る
思
惣
の
文
脈
、
も
し
く
は
原
理
、
具
体
的
に
は
「
仁
義
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
意
味
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
原
理
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
実
践
規
範
が
、
規
範
と
な
っ
た
こ
と
の
意
味
で
あ
る
と
、
解
釈
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、
修
為
の
具
体
的
内
容
と
し
て
示
さ
れ
た
「
忠
信
敬
恕
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
が
実
践
規
純
化
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
把
握
す
る
こ
と
が
、
「
責
保
」
を
知
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
人
は
先
ず
「
血
脈
」
を
理
解
す
る
努
力
を
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
実
際
の
生
活
の
中
で
具
体
的
な
事
案
に
適
切
な
対
応
を
行
う
。
こ
れ
を
事
後
的
に
捉
え
た
時
、
あ
る
特
定
の
対
応
の
様
式
が
選
ば
れ
る
思
想
的
過
程
を
追
認
す
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
つ
意
味
」
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。た
だ
、
「
意
味
」
を
知
る
た
め
に
は
、
眼
目
が
必
要
で
あ
り
、
「
孔
子
の
言
葉
は
平
正
明
白
で
あ
り
、
浅
く
見
え
る
が
本
来
は
深
く
、
容
易
く
見
え
て
実
際
に
は
臨
時
し
」
く
容
易
な
己
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
『
論
語
』
に
み
え
る
孔
子
の
行
為
の
意
味
、
つ
ま
り
、
弟
子
た
ち
の
個
性
や
能
力
に
合
っ
た
適
切
な
実
践
の
方
法
を
掲
示
す
る
に
は
、
相
当
な
知
見
を
必
要
と
す
る
。
ま
じ
夫
れ
堂
下
の
籾
人
の
中
に
厨
る
と
き
は
、
則
ち
堂
下
の
人
の
曲
直
を
弁
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
身
、
堂
上
に
在
り
て
、
乃
ち
能
く
堂
下
の
人
の
曲
直
を
弁
ず
。
夫
れ
夫
子
の
発
舜
を
祖
述
す
る
や
、
夫
子
実
に
尭
舜
に
及
ば
ざ
る
所
有
り
て
之
を
祖
述
す
る
に
非
ず
。
蓋
し
高
く
天
下
の
上
に
出
る
の
明
有
り
て
、
能
く
天
下
の
観
ざ
る
所
老
燭
し
、
能
く
天
下
の
観
ざ
る
所
を
燭
し
、
能
く
天
下
の
至
極
な
る
所
を
知
る
。
九
仁
斎
は
、
孔
子
が
発
舜
を
祖
述
し
た
の
は
、
発
舜
に
及
ば
な
い
点
が
あ
る
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ
孔
子
が
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
尭
舜
を
見
下
ろ
し
て
い
る
視
点
を
も
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
売
舜
と
そ
れ
以
外
の
聖
王
と
の
治
績
を
比
較
し
て
か
ら
尭
舜
を
選
択
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
「
教
」
を
立
て
た
点
に
孔
子
の
偉
大
さ
が
あ
る
と
い
う
。
学
ぶ
者
は
孔
子
の
選
択
と
い
う
行
為
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
難
解
な
「
意
味
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
徳
行
は
白
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
Eつ
学
は
、
倣
な
り
、
党
な
り
。
諸
を
古
訓
に
考
へ
、
之
を
見
聞
に
験
み
、
倣
法
す
る
所
有
っ
て
覚
悟
す
る
な
り
。
仁
斎
は
学
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
『
論
一
詰
』
学
而
篇
第
二
早
を
「
小
論
語
」
で
あ
る
と
し
、
『
論
語
』
の
中
で
も
最
も
霊
要
な
部
分
で
あ
る
と
す
る
。
仁
斎
は
そ
の
注
解
と
し
て
、
学
問
と
は
古
訓
を
考
え
一
、
こ
れ
を
実
際
の
見
聞
に
験
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
方
法
を
倣
い
覚
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
「
古
訓
に
考
え
る
」
こ
と
は
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
「
「
血
脈
」
を
知
る
」
己
と
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
こ
の
「
血
脈
」
を
見
聞
に
験
し
て
み
る
と
、
つ
ま
り
実
際
の
経
験
に
お
い
て
適
用
し
て
み
る
と
、
適
切
な
方
法
を
倣
う
こ
と
が
で
き
、
覚
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
訓
か
ら
獲
得
し
た
「
血
脈
」
を
実
際
の
経
験
に
お
い
て
験
す
こ
と
と
は
、
得
ら
れ
た
原
理
を
実
磁
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
意
味
」
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
容
易
に
。
推
測
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
意
味
」
を
知
る
こ
と
は
、
一
次
的
に
は
、
孔
子
が
提
示
し
た
教
法
が
教
法
と
な
る
そ
の
意
味
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
二
次
的
に
は
、
孔
子
の
教
法
の
意
味
を
知
っ
た
後
、
そ
れ
を
実
生
活
の
経
験
に
お
い
て
験
し
て
い
く
営
為
で
あ
る
。
孔
子
の
行
跡
を
鑑
み
、
学
ぶ
者
は
自
己
の
生
に
お
い
て
見
聞
を
広
め
て
い
き
、
相
手
や
状
況
に
合
っ
た
適
切
な
行
為
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
経
験
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
生
活
に
お
い
て
孔
子
の
教
法
を
倣
う
こ
と
が
で
き
、
覚
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
仁
虫
剤
が
実
践
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
そ
の
具
体
的
な
実
践
方
法
に
関
し
て
は
詳
細
な
議
論
を
し
な
か
っ
た
理
由
が
あ
る
。
仁
斎
は
固
定
的
な
規
範
を
示
す
よ
り
は
、
そ
の
規
範
が
規
範
と
な
る
意
味
を
理
解
し
、
孔
子
の
営
為
に
倣
っ
て
自
己
の
生
に
お
い
て
そ
れ
を
行
い
、
自
ら
の
行
動
規
範
を
験
し
て
決
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
、
仁
義
の
実
現
が
で
き
る
と
み
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
う
し
た
実
践
観
は
、
世
界
を
生
生
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
見
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
易
に
臼
く
、
天
地
の
大
徳
を
生
と
日
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
生
生
し
て
己
ま
ざ
る
は
即
ち
天
地
の
道
な
り
。
故
に
天
地
の
道
、
生
有
っ
て
死
無
く
、
衆
有
っ
て
散
無
し
。
死
は
即
ち
生
の
終
り
、
散
は
即
ち
衆
の
尽
く
る
な
り
。
天
地
の
道
は
、
生
に
一
な
る
が
《
問
》
故
な
り
。
世
界
を
絶
え
間
な
く
動
く
生
生
な
る
も
の
と
見
な
す
仁
斎
は
、
固
定
化
を
拒
否
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
動
規
範
は
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
「
血
脈
」
を
理
解
し
た
後
、
「
最
上
至
極
宇
宙
第
一
之
書
」
で
あ
る
『
論
語
』
に
込
め
ら
れ
た
「
意
味
」
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
で
、
自
己
の
生
に
お
い
て
そ
の
「
意
味
」
を
再
現
す
る
時
、
生
き
て
い
る
規
範
と
し
て
働
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
=
寸
「
道
統
」
と
「
意
味
血
脈
」
本
章
で
は
、
最
後
に
「
意
味
」
、
「
血
脈
」
の
方
法
論
を
仁
斎
の
思
想
全
体
に
お
い
て
位
置
づ
け
る
た
め
、
「
性
」
、
「
道
」
、
「
教
」
と
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
予
備
的
考
察
と
し
て
、
「
血
脈
」
の
説
明
の
際
に
言
及
さ
れ
た
「
聖
資
道
統
の
指
」
の
中
か
ら
「
道
統
」
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
前
章
で
検
討
し
た
引
用
文
に
お
い
て
、
仁
斎
は
「
血
脈
」
は
「
聖
賢
道
統
の
指
を
謂
ふ
」
と
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
以
前
は
「
聖
質
学
問
の
条
理
を
謂
将
」
と
い
い
、
「
学
問
の
条
理
」
か
ら
「
道
統
の
指
」
に
考
え
が
変
化
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
「
条
理
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
た
の
は
四
十
九
歳
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
「
血
脈
」
老
「
条
理
」
の
意
味
と
し
て
と
る
の
は
、
朱
烹
の
使
い
方
に
従
う
も
の
で
あ
到
。
『
垣
間
孟
字
義
』
が
始
め
て
書
か
れ
た
の
は
、
五
十
七
歳
の
時
で
あ
る
か
ら
、
八
年
間
の
聞
に
朱
子
学
の
批
判
が
よ
り
徹
底
化
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
も
そ
も
「
道
統
」
と
は
、
朱
烹
が
自
己
に
到
る
ま
で
の
道
の
継
承
関
係
を
描
く
た
め
に
強
調
し
た
概
念
で
あ
り
、
む
し
ろ
朱
子
学
の
影
響
が
濃
厚
な
概
念
と
も
い
え
よ
う
。
以
下
、
仁
斎
の
「
道
統
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
朱
子
学
の
そ
れ
と
比
較
し
、
「
血
脈
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
「
血
脈
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
み
え
る
の
は
、
同
四
九
歳
に
著
し
た
「
同
志
会
筆
記
」
(
同
志
会
筆
記
」
一
一
一
条
、
三
八
条
、
三
九
条
、
四
七
条
)
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
孔
孟
の
血
脈
を
知
る
」
己
と
が
弾
謝
さ
れ
る
の
み
で
、
「
道
統
」
と
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
同
志
会
筆
記
」
四
七
条
で
は
、
「
荷
も
能
く
孔
孟
の
真
血
脈
を
識
り
得
て
、
疑
う
と
こ
ろ
無
き
と
き
は
、
則
ち
儒
釈
の
説
に
お
い
て
猶
ほ
紫
務
氷
炭
、
昼
夜
黒
白
の
ご
と
く
、
弁
説
を
其
の
問
に
容
る
る
こ
と
を
挨
た
ず
」
と
い
い
、
孔
孟
の
「
血
脈
」
を
知
る
事
が
、
他
の
経
書
を
読
む
際
の
判
断
根
拠
と
し
て
働
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
で
は
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
血
脈
」
は
「
思
想
的
脈
絡
」
の
意
味
に
止
ま
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
じ
く
同
志
会
に
関
連
す
る
文
章
で
あ
る
「
同
志
会
式
」
に
、
同
志
会
を
催
す
時
、
「
歴
代
聖
賢
道
統
図
」
を
掲
げ
て
礼
を
行
う
作
法
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
は
未
だ
朱
子
学
の
「
道
統
」
の
影
響
下
に
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
が
、
五
七
歳
以
後
に
な
る
と
、
「
道
統
」
と
「
血
脈
」
が
リ
ン
ク
し
て
い
く
考
え
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
仁
斎
学
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
元
禄
十
年
頃
に
な
る
と
、
つ
い
に
朱
子
学
の
道
統
論
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。
仁
斎
は
『
孟
子
古
義
』
「
叙
由
・
綱
領
」
に
新
た
に
二
条
を
付
け
加
え
て
い
る
。
先
儒
、
孟
子
業
を
子
思
の
門
に
受
け
ざ
る
を
弁
ず
、
是
な
り
。
嘗
て
日
く
、
予
れ
未
だ
孔
子
の
徒
た
る
を
得
ず
。
予
れ
私
か
に
諸
を
人
に
淑
く
す
る
な
り
、
と
。
蓋
し
人
と
は
泥
く
天
下
の
人
を
指
し
て
言
ふ
。
未
だ
的
ら
か
に
業
を
子
思
の
門
人
に
受
く
る
と
日
は
ず
。
矧
ん
や
其
の
時
に
方
り
、
孔
子
の
道
、
煩
ら
か
な
る
こ
と
日
月
の
天
に
紫
か
る
が
如
し
。
賢
者
は
其
の
大
な
る
者
を
識
り
、
不
賢
者
は
其
の
小
な
る
者
を
識
る
。
孔
子
の
道
有
ら
ざ
る
こ
と
莫
し
。
孟
子
何
の
学
ば
ぎ
る
所
あ
ら
ん
や
。
夫
れ
孟
子
の
孔
子
に
於
け
る
は
、
猶
ほ
孔
子
の
文
・
武
に
於
け
る
が
ご
と
し
。
其
れ
既
に
関
知
を
五
百
年
の
後
に
望
め
ば
、
則
ち
其
の
自
ら
期
す
る
所
の
者
知
る
べ
し
。
由
豆
に
区
区
た
る
師
授
・
的
伝
を
以
て
之
を
論
ず
ベ
け
ん
将
。
朱
窯
は
、
『
中
庸
章
句
』
に
お
い
て
「
是
(
子
思
)
よ
り
又
再
伝
し
て
以
て
孟
氏
を
得
」
る
と
い
い
、
孟
子
が
子
思
の
再
伝
の
弟
子
で
あ
る
と
す
る
。
朱
蒸
は
「
車
問
・
舜
・
高
・
成
湯
・
文
・
武
・
皐
陶
・
伊
・
侍
・
周
・
召
・
夫
子
・
顔
氏
・
曾
氏
・
子
甲
山
・
孟
氏
」
に
到
る
道
の
継
承
を
想
定
し
、
孟
子
以
来
途
絶
え
た
道
統
を
程
子
が
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
の
朱
烹
の
道
統
論
は
、
明
代
に
な
る
と
、
批
判
の
対
象
と
な
る
が
、
明
儒
の
「
道
統
」
批
判
の
意
図
は
、
朱
子
の
道
統
論
に
替
わ
り
、
自
分
の
学
派
を
中
心
と
す
る
新
た
内
幻
》
な
道
統
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
比
べ
、
仁
斎
は
自
己
の
学
派
を
正
統
と
す
る
意
図
は
な
く
、
む
し
ろ
「
師
授
・
的
伝
」
と
い
っ
た
直
接
的
な
道
の
伝
授
は
必
ず
し
も
必
要
な
こ
と
で
は
な
く
、
五
百
年
と
い
う
長
い
年
月
が
過
ぎ
て
も
変
化
し
な
い
も
の
こ
そ
が
「
道
」
で
あ
り
、
受
け
継
が
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
道
を
特
定
の
集
団
が
私
的
化
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
仁
斎
の
「
道
」
観
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。夫
子
の
教
は
、
天
地
自
然
の
道
理
、
人
心
に
根
ざ
し
、
風
俗
に
徹
し
、
時
と
し
て
然
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
莫
く
、
所
と
し
て
在
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
莫
し
。
梁
ん
ぞ
其
の
道
の
或
い
は
断
絶
之
れ
有
る
を
悩
れ
ん
や
。
荷
く
も
真
に
夫
子
の
道
の
徳
の
大
、
実
に
発
舜
に
賢
っ
て
、
生
民
以
来
、
未
だ
嘗
て
有
ら
ざ
る
所
の
盛
を
知
れ
ば
、
則
ち
汝
に
許
す
、
限
宇
宙
を
空
し
く
す
を
。
引
用
文
は
『
童
子
間
』
の
最
終
章
で
あ
り
、
晩
年
の
仁
斎
の
思
想
が
集
約
さ
れ
た
章
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
と
で
仁
斎
は
孔
子
の
道
は
、
個
人
と
個
人
の
聞
に
伝
授
の
断
絶
が
あ
っ
て
も
、
な
お
続
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
む
し
ろ
、
場
所
や
空
間
に
関
わ
ら
ず
行
わ
れ
る
孔
子
の
道
の
境
地
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
伝
授
の
断
絶
が
あ
っ
て
も
続
く
孔
子
の
「
道
」
の
強
靭
さ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
孔
子
の
「
道
」
を
正
し
く
伝
え
て
い
る
の
が
『
孟
子
』
で
あ
り
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
聞
に
流
れ
る
「
血
脈
」
を
知
る
こ
と
こ
そ
が
、
ま
さ
に
「
道
統
」
を
継
ぐ
こ
と
な
の
で
あ
る
。
後
学
自
ら
弁
ず
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
直
ち
に
以
為
ら
く
孔
子
の
言
に
し
て
曾
子
乙
れ
を
伝
す
と
。
道
を
害
す
る
の
尤
だ
し
き
者
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。
愚
の
至
り
て
無
似
な
る
、
何
ぞ
敢
て
考
亭
を
望
ま
ん
。
徳
行
の
勤
た
る
、
学
問
の
博
き
、
文
章
の
富
め
る
、
其
の
相
ひ
懸
絶
す
る
と
と
、
麹
に
万
一
分
の
一
の
み
な
ら
ず
。
其
の
肢
て
及
ぶ
可
か
ら
ざ
る
こ
と
、
固
に
之
を
言
ふ
こ
と
を
待
た
ず
。
然
れ
ど
も
窃
に
自
ら
思
ふ
、
孔
孟
の
血
脈
を
識
る
に
お
い
は
か
で
は
、
則
ち
敢
て
自
ら
譲
ら
ず
。
旦
疋
に
於
い
て
敢
て
自
ら
捕
ら
ず
、
漫
に
孔
孟
の
血
脈
を
述
べ
て
以
て
こ
れ
を
児
習
に
附
す
。
実
に
恐
る
、
孔
孟
の
旨
、
大
に
後
世
に
明
き
ら
か
な
ら
ざ
ら
ん
《
包
》
!
こ
と
を
。
仁
斎
は
朱
窯
に
は
徳
に
お
い
て
も
学
聞
に
お
い
て
も
文
章
に
お
い
て
も
到
底
及
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
孔
子
と
孟
子
の
「
血
脈
」
を
知
る
己
と
に
お
い
て
は
諮
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
自
負
す
る
。
仁
斎
が
孔
孟
の
「
血
脈
」
を
知
る
こ
と
を
、
何
よ
り
も
重
要
視
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
引
用
文
は
「
附
大
学
非
孔
氏
之
遺
書
弁
」
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
曾
子
の
作
と
さ
れ
て
き
た
『
大
学
』
が
事
実
で
は
な
い
と
と
を
論
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
朱
窯
の
道
統
論
の
恨
幹
で
あ
る
『
大
学
』
に
批
判
を
加
え
る
己
と
に
よ
っ
て
、
朱
子
学
の
「
道
統
」
も
同
時
に
批
判
し
て
い
る
。
「
道
統
」
の
代
わ
り
に
、
直
接
的
な
伝
授
を
必
要
と
し
な
い
が
、
孔
子
と
孟
子
の
「
血
脈
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
孔
子
と
孟
子
の
思
想
に
紫
が
る
こ
と
の
で
き
る
新
た
な
「
道
統
」
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
最
後
に
、
「
道
統
」
と
「
意
味
」
、
「
血
脈
」
と
、
「
性
」
「
道
」
「
教
」
と
の
関
係
老
整
理
す
る
こ
と
で
結
論
に
代
え
た
い
。
「
教
」
と
は
、
有
限
な
「
性
」
を
持
つ
人
が
「
道
」
の
実
現
を
可
能
に
す
る
方
法
で
あ
る
。
「
教
」
は
、
聖
人
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
道
徳
的
な
規
純
で
あ
る
と
い
う
意
味
以
外
に
も
、
自
ら
の
実
践
と
選
択
と
い
う
側
面
も
持
つ
。
そ
れ
を
、
経
書
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
を
、
仁
斎
は
「
意
味
」
を
知
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
一
方
、
「
血
脈
」
を
知
る
こ
と
は
、
実
践
の
本
体
で
あ
る
「
道
」
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
孔
子
以
来
の
「
道
統
」
と
繋
が
る
こ
と
で
あ
る
。
人
は
「
道
統
」
と
紫
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
限
な
「
性
」
を
持
ち
な
が
ら
、
無
限
な
「
道
」
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
自
覚
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
「
意
味
」
と
「
血
脈
」
は
こ
う
し
た
自
覚
を
支
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、
興
味
深
い
点
は
、
人
が
「
道
」
に
繋
が
る
と
と
を
思
想
的
課
題
と
し
な
が
ら
も
、
議
論
は
つ
ね
に
実
生
活
の
場
を
離
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
慈
し
学
者
の
道
に
進
む
や
、
其
の
初
め
学
問
と
日
用
と
粁
格
組
節
し
て
、
相
ひ
入
る
こ
と
能
は
ず
。
真
に
積
力
久
し
き
に
及
ん
で
、
自
ら
得
る
所
有
る
と
き
は
、
則
ち
向
に
之
を
視
て
以
て
遠
し
と
為
す
者
、
今
始
め
て
近
き
を
得
、
先
に
之
を
視
て
以
て
難
し
と
為
す
者
、
今
始
め
て
易
き
を
得
、
漸
次
近
前
、
学
問
に
非
ざ
れ
ば
楽
し
か
ら
ず
。
学
聞
に
非
ざ
れ
ば
言
一
は
ず
。
(
中
略
)
子
女
減
獲
の
賎
よ
り
、
米
塩
柴
薪
の
細
に
至
る
ま
で
、
大
よ
そ
耳
目
に
接
し
、
日
用
に
施
す
者
、
総
て
是
れ
道
に
非
ざ
る
は
莫
し
。
俗
の
外
に
道
は
無
く
、
道
の
外
に
俗
は
無
し
。
一
点
の
俗
A
羽》
気
と
雌
も
、
亦
著
け
得
ず
。
此
れ
が
是
れ
上
達
の
光
景
な
り
。
仁
斎
は
、
孔
孟
の
「
血
脈
」
と
「
意
味
」
を
知
り
、
そ
れ
を
実
生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
実
践
す
る
こ
と
が
、
学
問
上
達
の
境
地
で
あ
る
と
述
べ
る
。
世
俗
に
い
る
が
、
一
点
の
俗
気
も
な
い
状
態
と
は
、
単
な
る
世
俗
の
肯
定
で
は
な
く
、
「
道
統
」
に
繋
が
っ
た
以
降
の
境
地
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
人
は
無
限
な
「
道
」
に
紫
が
っ
て
い
る
自
覚
と
と
も
に
、
現
実
に
充
実
に
生
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
仁
斎
は
固
定
的
な
規
範
を
示
し
て
人
を
徳
行
に
導
く
方
法
を
選
ば
ず
、
そ
の
規
範
が
規
範
と
し
て
選
ば
れ
た
責
保
を
理
解
し
、
そ
れ
を
自
己
の
生
に
お
い
て
行
動
の
規
範
と
し
て
働
か
せ
た
時
、
仁
義
が
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
そ
れ
は
、
有
限
な
存
在
で
あ
る
人
が
、
無
限
で
あ
る
「
道
」
と
紫
、
か
っ
四
て
い
く
学
問
の
階
梯
で
あ
る
。
「
道
統
」
に
銀
が
る
こ
と
は
、
無
限
性
へ
の
自
覚
と
、
生
生
な
る
世
界
の
根
本
的
な
支
え
と
な
る
。
仁
斎
の
学
問
観
の
全
体
を
、
生
生
的
「
道
統
」
論
と
し
て
総
括
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。註
(
l
)
意
味
血
脈
に
注
目
し
た
論
考
と
し
て
、
三
宅
正
彦
『
京
都
町
衆
伊
藤
仁
斎
の
思
想
形
成
』
(
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
七
)
、
土
団
組
次
郎
「
伊
藤
仁
斎
と
朱
子
学
」
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
(
第
一
分
冊
、
四
二
号
、
一
九
九
六
)
。
(
2
)
山
本
正
身
『
仁
一
斎
学
の
教
育
思
想
史
的
研
さ
(
鹿
臆
義
塾
大
学
山
版
A
『
二
O
一O
Y
(
3
)
『
中
崩
発
揮
』
「
夫
道
者
、
至
突
尽
突
、
蔑
以
加
震
。
然
而
作
聖
作
賢
能
成
其
材
徳
者
、
教
之
功
也
。
故
道
為
上
、
教
次
之
。
而
尽
道
受
教
者
、
性
之
徳
也
。
故
此
篇
首
掲
此
三
者
以
立
一
一
盲
目
。
実
学
問
之
綱
領
也
。
(
中
略
)
旧
解
以
為
人
物
各
循
其
性
之
自
然
、
則
其
日
用
事
物
之
閥
、
英
不
各
有
当
行
之
路
、
是
則
道
也
。
愚
詞
天
下
英
尊
於
退
。
亦
莫
大
於
進
。
以
経
古
今
以
統
人
倫
、
無
復
加
馬
。
若
間
待
循
性
而
逝
始
有
震
、
則
是
性
先
而
道
後
。
性
本
而
道
末
。
本
末
期
倒
」
(
4
)
『
童
子
悶
』
上
H
「
晦
#
世
間
、
人
物
各
循
其
性
之
自
然
、
則
自
用
之
閥
、
莫
不
各
有
当
行
之
路
。
是
倒
説
也
。
蓋
性
者
以
有
於
己
而
言
。
道
者
以
遠
於
天
下
而
言
。
易
日
、
立
人
之
道
、
日
仁
与
義
。
是
也
。
故
有
人
則
有
性
、
無
人
則
無
性
。
道
者
不
待
有
人
与
無
人
、
本
来
自
有
之
物
、
満
子
天
地
、
徹
子
人
倫
、
無
時
不
然
、
無
所
不
在
」
(
5
)
『
謡
孟
字
義
』
学
2
「
人
之
性
有
限
而
天
下
之
徳
無
窮
、
欲
以
有
限
之
性
而
尽
無
窮
之
徳
、
萄
不
由
学
問
、
則
雄
以
天
下
之
聡
明
不
能
。
故
天
下
莫
貴
乎
学
問
之
功
、
文
莫
大
於
学
問
之
益
。
而
非
但
可
以
尽
一
孜
位
、
文
可
以
尽
人
之
性
、
可
以
尽
物
之
性
、
可
以
賛
天
地
之
化
育
、
可
以
与
天
地
並
立
而
為
三
実
。
若
欲
廃
学
岡
市
専
循
我
性
駕
、
則
不
麹
不
能
尽
人
物
之
性
、
市
賛
天
地
之
化
育
、
必
也
雌
我
性
亦
不
能
尽
突
」
(
日
)
『
蛍
子
阿
』
上
目
「
道
至
突
大
突
。
因
不
待
論
。
然
不
能
使
人
為
聖
為
賢
、
所
制
非
道
弘
人
、
是
也
。
其
所
以
使
人
為
聖
為
賢
、
開
来
学
而
致
太
平
者
、
皆
教
之
功
也
。
所
調
人
能
弘
道
、
是
也
。
故
道
為
上
、
教
次
之
。
然
而
使
人
之
性
如
鶏
犬
頑
然
無
智
駕
、
則
雄
有
百
聖
賢
、
不
能
使
其
教
而
之
善
。
惟
其
善
、
故
其
暁
巡
受
教
、
不
一
話
若
地
道
之
敏
樹
。
此
即
性
之
不
可
不
貴
知
此
。
此
道
之
与
教
与
性
之
分
也
」
(
7
)
『
語
孟
字
義
』
仁
義
礼
智
H
「
聖
人
所
関
知
者
、
与
後
儒
所
開
知
者
、
亦
箆
然
不
問
。
所
詞
知
也
者
、
自
修
己
而
及
乎
治
人
、
自
斉
家
而
及
子
平
天
下
、
皆
有
用
之
実
学
、
而
非
泥
然
従
事
於
事
物
之
末
者
也
。
観
大
学
所
謂
格
物
致
知
之
法
、
起
於
誠
意
而
至
平
天
下
而
止
薦
、
則
其
所
謂
格
物
致
知
者
、
亦
不
出
於
誠
意
以
下
六
条
之
外
、
而
不
在
一
草
一
木
之
祭
」
(8)
『
論
語
古
義
』
学
而
6
「
凡
学
、
須
択
其
初
。
所
入
一
差
、
為
終
身
之
大
一
害
也
。
後
世
学
者
、
不
知
以
徳
行
為
主
、
而
専
以
学
文
為
事
。
故
其
卒
也
、
必
為
異
端
俗
儒
之
流
。
蓋
古
者
、
以
徳
行
為
学
問
。
故
学
問
既
成
、
而
道
徳
自
立
。
見
聞
益
広
、
而
弱
行
益
修
突
ρ
後
世
以
徳
行
為
徳
行
、
以
学
問
為
学
問
。
故
既
学
突
、
而
又
修
徳
行
、
以
副
文
一
意
。
故
毎
有
文
学
勝
、
市
徳
行
不
及
之
患
突
。
或
有
未
及
徳
行
、
而
涜
至
於
記
諦
文
詞
而
止
者
也
。
其
初
之
不
可
不
詑
也
、
如
此
」
(
9
)
『
語
孟
字
義
』
徳
2
「
話
回
拠
於
徳
。
中
席
目
知
微
之
顕
可
与
入
徳
突
。
是
等
徳
字
皆
有
道
字
之
意
使
指
仁
義
礼
智
ウ
」
徳
而
言
。
観
其
拠
字
入
字
可
見
失
。
文
日
由
知
徳
者
鮮
実
。
又
日
吾
未
見
好
徳
如
好
色
者
也
。
夫
有
一
物
而
後
調
之
知
又
間
之
好
。
若
宋
儒
之
所
翻
則
知
好
二
字
意
義
不
通
」
。
荻
生
但
徳
は
「
性
と
徳
の
名
を
争
ふ
の
み
」
(
『
弁
名
』
1
)
と
、
仁
斎
の
「
徳
」
の
理
解
の
不
徹
底
性
老
指
摘
す
る
。
(
日
)
『
語
孟
字
義
』
忠
信
5
「
学
有
本
体
、
有
修
為
。
本
体
者
、
仁
義
礼
智
、
是
也
。
修
為
者
、
忠
信
敬
恕
之
類
是
也
。
蓋
仁
義
礼
智
、
天
下
之
達
徳
、
故
調
之
本
体
。
聖
人
数
学
者
由
此
而
行
之
。
非
待
修
為
而
後
有
。
忠
信
敬
恕
、
力
行
之
要
、
就
人
用
工
夫
上
立
名
。
非
本
然
之
徳
。
故
梢
之
修
為
」
(H)
『
論
説
間
古
義
』
綱
領
8
「
議
天
下
所
尊
者
一
一
。
臼
道
。
日
教
。
道
者
何
、
仁
義
是
也
。
教
者
何
、
学
問
是
也
。
論
語
専
言
教
而
道
在
其
中
突
。
孟
子
専
言
道
而
教
在
其
中
実
。
其
故
何
諸
。
回
、
道
者
充
満
子
宇
宙
、
貫
徹
子
古
今
、
無
処
不
在
、
無
時
不
然
、
至
突
。
然
不
能
使
人
自
能
趨
子
善
。
故
聖
人
立
仁
義
、
明
五
常
。
裁
成
輔
相
之
而
所
以
他
人
得
為
聖
為
民
、
而
能
開
天
下
之
太
平
者
、
皆
教
之
功
也
。
是
正
嗣
語
之
所
以
専
言
教
也
。
而
至
於
孟
子
時
、
聖
速
道
濯
、
異
端
峰
起
、
各
道
其
道
、
英
能
統
一
。
故
孟
子
明
掲
示
仁
義
両
者
、
而
詔
諮
後
世
。
猶
昼
夜
互
行
、
寒
暑
相
代
、
無
偏
無
情
、
燥
知
日
星
、
使
人
莫
所
迷
惑
。
七
回
同
之
内
、
無
一
非
仁
義
之
説
。
然
而
其
所
調
存
益
拡
充
、
居
仁
由
義
之
説
、
皆
以
教
而
=
一
吉
田
」
(
ロ
)
『
語
孟
字
義
』
学
4
「
学
問
之
法
、
予
岐
而
為
二
、
白
血
脈
、
日
意
味
。
血
脈
者
、
詔
聖
賢
道
統
之
指
。
若
孟
子
所
調
仁
義
之
説
、
是
也
。
意
味
者
、
即
聖
賢
書
中
意
味
、
是
也
。
蓋
意
味
本
白
血
脈
中
来
。
故
五
学
者
当
先
理
会
血
脈
。
若
不
理
会
血
脈
、
則
猶
船
之
無
柁
、
宵
之
無
燭
、
詑
不
知
其
所
底
止
。
然
論
先
後
、
則
血
脈
為
先
、
論
難
易
、
則
意
味
為
難
。
何
者
、
血
脈
猶
一
条
路
。
既
得
其
路
程
、
則
千
万
里
之
述
、
亦
可
従
此
而
致
突
。
若
意
味
、
則
広
大
周
術
、
平
易
従
容
、
自
非
具
眼
者
、
不
得
識
薦
。
予
嘗
問
、
読
諮
孟
二
書
、
其
一
法
自
不
問
。
読
孟
子
者
当
先
知
血
脈
、
而
意
味
自
在
其
中
突
。
読
論
語
者
当
先
知
其
『
首
味
。
而
血
脈
自
在
其
中
失
」
(
日
)
『
朱
子
語
類
」
巻
五
十
二
回
「
大
抵
某
之
解
経
、
只
是
順
聖
賢
語
意
、
看
其
血
脈
通
貨
処
為
之
解
釈
、
不
敢
自
以
己
議
説
逝
m-也」。
(
M
)
『
象
山
先
生
全
集
』
巻
三
十
五
語
録
下
包
揚
所
録
制
「
風
以
創
之
、
教
以
化
之
。
風
是
血
脈
、
教
是
条
目
」
、
小
路
口
聡
「
「
即
今
自
立
」
の
哲
学
|
|
陸
九
湖
心
学
再
考
」
研
究
出
版
、
二
O
一五。
(
日
)
先
行
研
究
で
は
、
『
血
脈
」
の
用
例
の
}
つ
で
あ
る
林
希
逸
『
妊
子
成
斎
口
義
』
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
あ
る
が
、
血
脈
と
限
目
を
関
連
さ
せ
て
い
る
点
か
ら
、
本
書
か
ら
の
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
前
田
子
成
斎
口
義
』
の
該
当
箇
所
は
「
是
必
籾
於
語
孟
中
府
大
学
等
書
、
見
理
事
会
定
。
識
文
字
血
脈
、
知
禅
宗
解
数
、
具
此
限
目
、
而
後
知
其
言
意
、
一
-
有
所
帰
著
。
」
(
同
)
『
孟
子
士
息
唖
』
綱
領
4
「
孟
蓋
孔
子
之
二
一
冨
、
平
正
明
白
、
似
浅
而
本
深
、
若
易
而
実
警
(
げ
)
『
章
子
間
』
下
町
「
夫
阿
堂
下
桐
人
之
中
、
則
不
能
弁
堂
下
人
之
曲
直
。
身
在
堂
上
、
乃
能
弁
堂
下
人
之
曲
直
。
夫
夫
子
之
祖
述
尭
舜
也
、
非
夫
子
実
有
所
不
及
於
尭
舜
而
祖
述
之
。
蓋
有
高
出
於
天
下
之
上
之
明
、
而
能
燭
天
下
之
所
不
鏡
、
能
燭
天
下
之
所
不
観
、
而
能
知
天
下
之
所
至
極
」
六
(
日
目
)
『
論
詰
古
義
』
学
而
l
「
学
、
倣
也
、
党
也
。
考
諸
古
訓
、
験
之
見
問
、
有
所
供
法
而
覚
悟
也
」
(
叩
)
『
諮
孟
字
義
』
天
道
4
『
易
臼
天
地
・
4
大
徳
田
生
、
雷
同
生
生
不
己
即
天
地
之
道
也
。
故
天
地
之
道
、
有
生
而
無
死
、
有
国
用
而
無
散
。
死
即
生
之
終
、
散
即
衆
之
尽
、
天
地
之
道
一
於
生
故
也
」
(
叩
)
『
古
学
先
生
文
集
』
「
同
志
会
筆
記
」
3
「
学
問
之
法
、
予
岐
而
為
二
。
白
血
脈
、
日
意
味
。
血
脈
者
調
聖
賢
学
問
之
条
理
。
若
孟
子
所
詞
仁
義
之
説
是
也
。
意
味
者
即
聖
賢
書
中
意
味
是
也
」
(
目
)
一
二
宅
E
彦
、
前
掲
番
。
(
幻
)
『
孟
子
古
義
』
叙
由
4
『
先
儒
弁
孟
子
不
受
業
子
思
之
門
、
是
也
。
嘗
目
、
予
未
得
為
孔
子
之
徒
也
。
予
私
淑
諸
人
也
。
益
人
者
泥
指
天
下
之
人
而
一
一
盲
目
。
未
的
回
受
業
子
息
之
門
人
。
矧
方
其
時
、
孔
子
之
道
、
嫡
如
日
月
之
繋
子
天
。
賢
者
織
其
大
者
、
不
賢
者
識
其
小
者
。
英
不
有
孔
子
之
道
。
孟
子
何
所
不
学
乎
。
夫
孟
子
之
於
孔
子
、
猶
孔
子
之
於
文
武
。
其
既
望
関
知
於
五
百
年
之
後
、
則
其
自
所
期
罵
者
可
知
突
。
宣
可
以
区
区
師
授
的
伝
論
之
乎
。
」
(
幻
)
荒
木
見
幅
「
道
統
諭
の
衰
退
と
新
儒
林
伝
の
展
開
」
(
『
明
治
思
恕
論
考
』
研
究
出
版
、
一
九
九
二
)
。
(
剖
)
『
童
子
問
』
下
回
「
夫
子
之
教
、
天
地
自
然
之
道
理
、
根
乎
人
心
、
徹
乎
風
俗
、
英
時
不
然
、
莫
所
不
在
。
梁
慨
其
道
之
或
断
絶
之
有
。
荷
真
知
夫
子
之
道
之
徳
之
大
、
実
賢
於
尭
舜
、
而
生
民
以
来
、
所
未
嘗
有
之
盛
鷲
、
則
許
汝
眼
空
宇
宙
」
(
笥
)
『
組
問
孟
字
義
』
「
附
大
学
非
孔
氏
之
迫
害
ぎ
「
後
学
不
知
自
弁
、
直
以
為
孔
子
之
言
、
而
曾
子
伝
之
。
可
調
書
道
之
尤
者
也
。
恩
之
至
無
似
、
何
敢
望
考
亭
。
徳
行
之
助
也
、
学
問
之
博
也
、
文
章
之
富
也
、
其
相
懸
絶
、
不
麹
万
分
之
一
。
其
不
可
肢
及
、
回
不
待
一
冨
之
実
。
然
窃
自
思
、
於
識
孔
孟
之
血
脈
、
則
不
敢
自
殺
震
。
於
是
不
敢
自
端
、
漫
述
孔
孟
之
血
脈
、
以
附
之
児
曹
。
実
恐
孔
孟
之
旨
、
不
大
明
子
後
世
也
」
(
初
)
『
童
子
閑
』
巻
中
引
「
益
筆
者
之
進
道
、
其
初
事
閑
奥
田
用
粁
格
阻
階
、
不
能
相
入
。
及
乎
民
積
力
久
、
自
有
所
得
、
則
向
視
之
以
属
遠
者
、
今
始
得
近
、
先
視
之
以
震
難
者
、
今
始
得
易
、
漸
次
近
前
、
非
昌
平
岡
不
築
、
非
学
問
不
言
。
(
中
略
)
至
於
子
女
戚
狼
之
賎
、
米
塩
柴
薪
之
細
、
大
凡
接
乎
耳
目
、
施
乎
日
用
者
、
総
是
莫
非
道
。
俗
外
無
道
、
道
外
相
聞
俗
、
而
雌
一
点
俗
気
、
亦
著
不
得
。
此
是
上
達
光
景
」
1: 
